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要約：日本では社会の高齢化が進むにつれて，食料品の業務需要比率が上昇傾向にある。例えば野菜の業務





















































ることができた。実際，ピーク時の 1998 年度と 2008 年度
の園芸作物総販売額を比較すると，374 百万円から 307
百万円へ，7 千万円弱，18％の減少にとどまった（ただし，





























































⑤収穫シーズン中は毎月 1 回，R 企業担当者，契約キャベ
ツ生産者，および農協幹部職員が一緒に圃場を巡回し，作
柄状況や品質を確認する，である。
　2 点目は，収穫 ･ 出荷期間の長期化 ･ 計画化を推進した
ことである。










えば生産者 A の場合，春系キャベツの生産圃場を 8 区分し，
それぞれにおいて品種や播種・定植時期を変えることに
よって，出荷期間を 4 月下旬から 7 月中旬までの 3 ヵ月間
に伸ばした。しかも，6 月上旬のように A の収穫がない
































































ツの契約生産者は開始年の 1989 年にはわずか 5 名（契約























る。その東日本エリアの 3,000 t のうちの 2,000 t を納めて





て 2 倍から 3 倍，あるいはそれ以上も変化する。しかも，


















「4 月中旬～7 月中旬」と「10 月下旬～1 月下旬」で，愛知




































































加工野菜生産量は 1 年間に 600 t（うち冷凍ホウレンソウ








　図 3 に業務需要者向けの冷凍野菜 10 品目と，業務用と









































































露地栽培が可能な「10 月～12 月中旬」・「4 月下旬～5 月下
旬」収穫物の価格を基準とすると，トンネル栽培となる「3
月」収穫物の価格はおおよそ 1.4 倍，ハウス栽培の「12 月














































































































































































































注 7）　デフレーションが進行した 1998 年から 2008 年にかけて
茨城中央園芸農協の園芸作物総販売額は 2 割弱減少した
が，加工野菜の販売額に限ると，同期間に 1 割超増加し，













































Summary：The business demand  for  food has been becoming a bigger and bigger market  in Japan 
because of social aging. Ibaraki Central Gardening Agricultural Co-operative has made the effort to meet 
this business demand and has succeeded as a supplier of vegetables.





　　What  the Co-operative did  to  sell processed vegetables are as  follows  ;  (1) Use  the home-grown 
vegetables as raw materials to enhance the value of products and promote the diversification of products. 
(2) Make the contract prices fixed. (3) Use middle traders to increase customers and adjust the quantity 
of dealings.  (4) Raise  the mutual  trust  relations with wholesale dealers and business consumers by 
strengthening “the human relationship”.
Key words：Ibaraki Central Gardening Agricultural Co-operative, marketing, 4P, vegetables  for business 
use, fresh vegetables, processed vegetables
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